
    

 

        

昨
年
四
月
に
始
ま
っ
た
連
載
も
終
わ

り
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
最
後
に
三

回
に
わ
た
り
、
「
人
と
動
物
と
の
絆
」 

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ア
ニ
マ
ル
・
ボ
ン 

ド
、
Ｈ
Ａ
Ｂ
）
の
大
切
さ
が
指
摘
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
過
程
を
振
り
返

り
な
が
ら
、「
命
の
教
育
」
を
す
る
た
め

の
「
ペ
ッ
ト
と
暮
ら
す
意
味
」
に
つ
い

て
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 

皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
、
二
十
世
紀

に
入
り
、
世
界
で
は
先
進
国
の
工
業
化

に
伴
う
大
都
市
化
が
進
み
ま
し
た
。
工

業
、
商
業
だ
け
で
な
く
、
教
育
や
医 

療
、
福
祉
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ

ス
業
も
拡
大
し
、
多
大
な
労
働
人
口
の

大
都
市
集
中
が
起
こ
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
第
一
次
、
第
二
次
世
界
大 

戦
、
そ
の
後
の
復
興
を
経
て
、
世
界
各

国
の
大
都
市
化
と
機
械
・
工
業
・
重
化

学
工
業
社
会
化
は
、
一
層
の
は
ず
み
が 

  つ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
貧
富
の
差

は
拡
大
し
、
高
学
歴
社
会
な
ど
も
進 

み
、
ま
た
核
家
族
化
や
少
子
化
、
高
齢

化
が
起
こ
り
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
文

明
病
も
広
が
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
歴
史
の
な
か
で
、
大
都

市
を
中
心
に
、
「
人
と
人
、
人
と
動 

物
、
人
と
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
」
が
次

第
に
希
薄
化
し
、
そ
れ
に
伴
い
、
子
供

た
ち
が
命
の
大
切
さ
や
社
会
の
ル
ー
ル
、

思
い
や
り
の
気
持
ち
な
ど
を
体
感
・
体

得
で
き
な
い
ま
ま
大
人
に
な
り
、
そ
し

て
子
供
を
産
み
育
て
る
と
い
う
悪
循
環

を
招
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
そ
れ
に
よ
り
、
大
人
社
会
で
は
モ
ラ

ル
の
喪
失
と
残
虐
性
が
増
し
、
そ
れ
が

子
供
に
も
反
映
し
、
動
物
や
仲
間
に
対

す
る
い
じ
め
や
虐
待
、
万
引
、
自
傷
、

不
登
校
、
校
内
外
・
家
庭
内
外
の
暴
力

な
ど
と
い
う
形
で
表
れ
、
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
し
つ
け
」

と

い
う
名
の
も
と
、
子
供
へ
の
虐
待
が
行

わ
れ
、
特
に
日
本
で
は
「
子
供
は
親
の

も
の
」
と
い
う
親
の
エ
ゴ
に
よ
り
、
子

供
た
ち
に
対
す
る
暴
力
が
、
ひ
ど
く
な

っ
て
い
ま
す
。 

今
、
世
界
的
に
大
都
市
で
も
犬
や
猫

と
暮
ら
す
人
々
が
増
え
て
い
る
の
は
、

Ｈ
Ａ
Ｂ
の
大
切
さ
に
気
付
き
、
命
と
心

の
「
ふ
れ
あ
い
」
を
求
め
て
い
る
か
ら

で

す
。 （
ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院
広
尾
病
院
院

長
、
日
本
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ア
ニ
マ
ル
・

ボ
ン
ド
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
会
長
） 

加藤 元の 
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《
産
経
新
聞
２
０
０
5
年
3
月
13
日
掲
載
》 

命
の
教
育
○上 

求められる「ふれあい」 


